
ノイロビタン®

配合錠

錠の臨床文献３６報から集計したところ、副作用
は１８例に２１件みられ、このうち１８件が消化管障
害であった。 （再評価結果通知：１９８５年７月）

頻度不明

消化器 腹部膨満、便秘、嘔気、下痢

その他 めまい

３．臨床検査結果に及ぼす影響
尿を黄変させ、臨床検査値に影響を与えること
がある。［ビタミンB２による。］

４．適用上の注意
薬剤交付時：PTP包装の薬剤はPTPシートから取
り出して服用するよう指導すること。［PTPシー
トの誤飲により、硬い鋭角部が食道粘膜へ刺入
し、更には穿孔を起こして縦隔洞炎等の重篤な
合併症を併発することが報告されている。］

【薬 効 薬 理】
１．オクトチアミン、ビタミンB６、ビタミンB１２配合について
�１ビタミンB１、ビタミンB６欠乏状態で培養したマウスの
Neuroblastoma cell増殖に対するオクトチアミン、ビタ
ミンB６、ビタミンB１２合剤及び各々の単独添加時の作用
を検討した実験において、合剤添加は各々の単独添加
時に比し有意に高い増殖を示した１）。

�２家兎の顔面神経切断後の神経再生に及ぼす影響を調
べた実験において、オクトチアミン、ビタミンB６、ビ
タミンB１２合剤投与群は各々の単独投与群に比し神経
再生を促進した２）。

�３ラットのアクリルアミド投与による実験的神経炎に
対するオクトチアミン、ビタミンB６、ビタミンB１２の三
者併用投与群、各々の単独投与群、二者併用投与群の
効果を比較検討した実験では、三者併用投与群におい
て最もその回復が促進された３）。

２．ビタミンB２添加について
種々の基礎的実験において、ビタミンB１類大量投与によ
り血中ビタミンB２量が減少し、一過性に尿中ビタミンB２
排泄量が増加するとの多くの報告があり、またビタミン
B１類大量投与により臓器内ビタミンB２濃度が減少すると
の報告からみて、病的状態にある諸種疾患患者に対して
ビタミンB１類を大量あるいは連続投与する際に、ビタミ
ンB２を併用することは意味がある４）～７）。

【有効成分に関する理化学的知見】
１．一般名：オクトチアミン（Octotiamine）
化学名：８‐［［２‐［N‐［（４‐Amino‐２‐methyl‐５‐pyrimidinyl）

methyl］formamido］‐１‐（２‐hydroxy）propenyl］
dithio］‐６‐mercaptooctanoic acid, methyl ester
acetate

－１－

日本標準商品分類番号

８７３１７９

承認番号 ２２１００AMX０１２８３
薬価収載 ２００９年９月
販売開始 １９６６年１１月
再評価結果 １９８５年７月

【組成・性状】
１．組成

有効成分（１錠中） 添加物

オクトチアミン ２５mg
日局 リボフラビン

２．５mg
日局 ピリドキシン塩酸塩

４０mg
日局 シアノコバラミン

０．２５mg

乳糖水和物、低置換度ヒドロキ
シプロピルセルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース、ステ
アリン酸マグネシウム、ヒプロ
メロース、ヒプロメロースフタ
ル酸エステル、トリアセチン、
マクロゴール、酸化チタン、タ
ルク、三二酸化鉄

２．製剤の性状

剤形 色 外形・大きさ・重量 識別コード

フィルム
コーティ
ング錠

淡紅色

表 裏 側面

５３６５３６

直径 厚さ 重量

約７．１mm 約３．３mm 約１３６mg

【効能・効果】
�本剤に含まれるビタミン類の需要が増大し、食
事からの摂取が不十分な際の補給（消耗性疾患、
妊産婦、授乳婦等）
�下記疾患のうち、本剤に含まれるビタミン類の
欠乏又は代謝障害が関与すると推定される場合
神経痛、筋肉痛・関節痛、末梢神経炎・末梢
神経麻痺

効果がないのに月余にわたって漫然と使用すべき
でない。

【用法・用量】
通常成人１日１～３錠を経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．相互作用
併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

レボドパ パーキンソン症状
が悪化することが
ある。

本剤中に含まれる
ビタミンB６はレボ
ドパの作用を減弱
することがある。

２．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確
となる調査を実施していないが、ノイロビタン

Tablets

＊＊２０１８年４月改訂（第１０版）
＊２０１４年４月改訂

＊貯 法：室温保存
〔開封後は湿気を避けて保存すること。〕

使用期限：ケース等に表示（製造後３年３カ月）
〔使用期限内であっても開封後はなるべく速やかに使用すること。〕

＊注 意：【取扱い上の注意】の項参照
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製造販売＊＊
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分子式：C２３H３６N４O５S３
分子量：５４４．７４
融 点：約１２０℃（分解）
性 状：オクトチアミンは白色～帯微黄白色の粉末で、

においはなく、味はないか、又はわずかに苦味
がある。クロロホルムに溶けやすく、メタノー
ルにやや溶けやすく、エタノール（９５）にやや
溶けにくく、水又はジエチルエーテルにほとん
ど溶けない。

２．一般名：リボフラビン（Riboflavin）
化学名：７，８‐Dimethyl‐１０‐［（２S，３S，４R）‐２，３，４，５‐

tetrahydroxypentyl］benzo［g］pteridine‐２，４
（３H，１０H）‐dione
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分子式：C１７H２０N４O６
分子量：３７６．３６
融 点：約２９０℃（分解）
性 状：リボフラビンは黄色～だいだい黄色の結晶で、

わずかににおいがある。水に極めて溶けにくく、
エタノール（９５）、酢酸（１００）又はジエチルエ
ーテルにほとんど溶けない。水酸化ナトリウム
試液に溶ける。飽和水溶液は中性である。光に
よって分解する。

＊３．一般名：ピリドキシン塩酸塩
（Pyridoxine Hydrochloride）

化学名：４，５‐Bis（hydroxymethyl）‐２‐methylpyridin‐３‐ol
monohydrochloride

構造式：
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分子式：C８H１１NO３・HCl
分子量：２０５．６４
融 点：約２０６℃（分解）
性 状：ピリドキシン塩酸塩は白色～微黄色の結晶性

の粉末である。水に溶けやすく、エタノール
（９９．５）に溶けにくく、無水酢酸、酢酸（１００）
にほとんど溶けない。光によって徐々に変化す
る。

W２１００

－２－

＊４．一般名：シアノコバラミン（Cyanocobalamin）
化学名：Coα‐［α‐（５，６‐Dimethyl‐１H‐benzoimidazol‐１‐

yl）］‐Coβ‐cyanocobamide
構造式：
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分子式：C６３H８８CoN１４O１４P
分子量：１３５５．３７
性 状：シアノコバラミンは暗赤色の結晶又は粉末で

ある。水にやや溶けにくく、エタノール（９９．５）
に溶けにくい。吸湿性である。

＊＊【取扱い上の注意】＊＊
注 意：本品は高防湿性の内袋により品質保持をはかっ

ている。

【包 装】
５００錠（１０錠×５０）、１，０００錠（１０錠×１００）、１，０００錠（バラ）

【主要文献及び文献請求先】
１．主要文献
１）本多文夫 他：社内報告書（マウス神経芽細胞腫・
薬理作用）（DIR０９０１００）

２）内藤 儁 他：日本耳鼻咽喉科学会会報７０（２）：１７８，
１９６７［NR‐０１０１９］

３）本多文夫 他：社内報告書（神経炎発現ラット・
薬理作用）（DIR９２００２９）

４）品川利郎 他：ビタミン１１：１７５，１９５６［NR‐０１０４６］
５）西尾雅七 他：ビタミン１３：６６４，１９５７［NR‐０１０４８］
６）村井文彦：ビタミン１６：３９６，１９５９［NR‐０１０４９］
７）村田希久 他：ビタミン１２：１８６，１９５７［NR‐０１０４７］

＊＊２．文献請求先・製品情報お問い合わせ先
主要文献に記載の社内報告書につきましても下記にご請求下
さい。
LTLファーマ株式会社 コールセンター
〒１６０‐００２３ 東京都新宿区西新宿６丁目１０番１号
�０１２０‐３０３‐７１１


